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#�4
¦Ąı�(d"%�#	DMI �'°�4Å�Ä�pf��]aBŚÖăħ�üý��'»

�3""
4�%�Í3254
�2'DMI �'��	QoI �'°�4Å�Ä/pf��İ�pÅ

�Äħ(Ąü/ĸ.25#�4
 

�5+$'	]aBŚÖăħ( DMI �çąŁmª$
4 CYP51A1 ( 133 āć(;YQŅġÏ

8n�£ ġÏ(Y133F)� DMI �Å�Ä(pf'Ŏ74�%�Õ2�'&!#�4
+�	QoI �

'.�#)	çąŁmªDN?`cZb(Cytb)(143āć(;YQŅġÏ8n�1£ ġÏ(G143A)

�Å�Äpf'Ŏ74�%�¡��5#�4
�52(£ ġÏ(Ùö8Ļ��4ŁmªĵÓî)	

CYP51A1 $)Yaegashi et al. (2020)'14;]^øĂąPCR	CytbG143A '"�#)Fontaine 

et al. (2008)'14U\=Xc8þ��PCR-RFLP 8Ĭ75#�4
�52(Łmª8ã~�4'

)ĢăĞĠ
4�)�ř��ħr�2(DNA(Ì~�Âı$
4
+�CytbG143A)�2'PCR

¿(�Őńě}û�Âı$Ëō%AFN���4
��$ÛĹŗ$)	CYP51A1 (Y133F .1*

Cytb (G143A 8Ģăı0ß®	�ř��A`Pc�2ħ(DNA (Ì~8Ĭ7�PCR (,$ã~

�41�'Ëî8ėw��4
 

 
862��  

1ŜPrepMan™ Ultra Sample Preparation Reagent (ThermoFischer Scientific)śkfPrepManŜ 8

LaU_cNtÈ'uþ�	Ül8ãĳ��
 

2ŜPCR �Ã)KOD FX NeośTOYOBOŜ8uþ�	U\=Xc	Ül'"�#ãĳ��
WEL

<TAaN`c^ (PC) %�#) ARI16Vi7(CYP51A1: Ňü�	 Cytb: Ňü� ) 	

ARI16Vi9(CYP51A1:¥Ă�	Cytb: ¥Ă�)(ħĘ8þ��
 

962�(� 

1Ŝĩ
4�)ß®(ăÒ8LaU_cN%�4¢�) PCR J[cT' PrepMan20µl 8
2��

.�ï�	���2 7µl ď¼8JKU$�!#ăÒe$s¼���3&�2RVKL<a@�#

ħĘ0�üª8Çõ�	J[cT'É��%$ĺį$��
ĩ(Åà�
+3&�¢�0	ăÒ
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PCR Ül);Pc]a@ô¼�CYP51A1 $) 58�	Cytb $) 62�	oŋ
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^
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�U`E>?N�ÿéŎ(ō$�ó(ķĜU`NA^8{Ù�4
 
 
ĭ 1. PCR �Ãò(ĞÈ 
LaU_cNśPrepMan+ħŜ 1μℓ �ï U\=Xc)�

CYP51A1�D;� 

FW: AJ250�SH7����AJ251�R-7� 

RV: VIcyp1242(	) 

Cytb�D;� 

FW: PS1 

RV:G143MMT�SH7����G143AMM1

�R-7� 

2×PCR Buffer for KOD FX Neo 5μℓ 

dNTP Mixture 2μℓ 

10pmol/μℓ� FW� 0.3μℓ 

10pmol/μℓ� RV� 0.3μℓ 

KOD FX Neo 0.2μℓ 

D.W. 1.2μℓ 

�Ĳ 10μℓ 

�ģŞPS1: GTTACAGCCTTCCTGGGTTAT	G143AMM1: GGTTTGTGATGACAGTTGCTG 

 

ĭ 2. PCR �ÃC=?  ̂

¥Ä 94℃ 2min  �K. �%�(,�1M� 
CYP51A1�D;�58� 

Cytb�D;�62� 
¥Ä 98℃ 10sec  

;Pc]a@ �℃ 30sec ×30 

oŋ 68℃ 30sec  

ĝi 20℃ ∞  

 

ĭ 3.� AFNëļśvá)Đľ,Ŝ 

#,&*�$=G PCR�SH7�R-7�23Q� 8 

PrepMan� ¥20,790�20ml 

1!,&)�20µl?V����1,0003Q  

T¥21/ 1!,&) 

KOD FX Neo� ¥38,500�:I200µl 

1P0�0.2µl?V����1,0003Q  

¥38,5/ 1P0
2=¥77/ 1!,&) 

¥98 

Mag Extractor Plant Genome 

U2/�40ml��?VW��5>����4
R&+$ )�B
�OQ�6A��1!,
&)N��250µl?V���3203Q  

¥96.2/ 1!,&) 

Ex Taq ¥33,000�:I50µl 

1P0�0.2µl?V����2503Q  

¥132/ 1P0
2=¥264/ 1!,&) ¥360 
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（様式１） 

病害虫の効率的防除体制の再編委託事業 

減農薬栽培に対応した水稲の種子伝染性病害に対する防除体系の確立（１）

ばか苗病の人工培土による防除技術の実証

太田光祐・芦澤武人 

農研機構中央農業研究センター 

［〒３０５-８６６６ 茨城県つくば市観音台２−１−１８］ 

１．調査背景と目的 

水稲の種子伝染性病害の防除技術を確立するには、種子での病原菌の汚染実態や発病リスクを予

め把握することが重要であるため、病原菌を簡易、かつ高感度に検出できる技術の整備が必要とな

る。近年、温湯処理などを用いた減農薬栽培の普及に伴い、ばか苗病、もみ枯細菌病、いもち病な

どの種子伝染性病害の被害が全国的に問題になっている。そこで、これらの病害を対象として、既

往の研究報告を参考に PCR法や選択培地を用いた原因菌の検出・診断技術の実用性を調査する。実

用性が確認できた手法については、本田での病害診断や種子での検出に利用する際の作業手順を取

りまとめる。また、検出法の調査を効率的に進めるため、参画機関より提供された試験材料を用い

て試験を実施する。本事業で防除試験の有効性を評価する際にも活用する。 

２．調査方法 

1）ばか苗病の発病に及ぼす資材の影響 

コシヒカリの自然感染籾（2018 年産、2019 年産、長野農試より分譲）を催芽させ、鳩胸状態の

種子を選び、資材Aを塗抹した。これを直径 10cmのポリポットの下層にボンソル 2号、上層に無

肥料焼土を容積 1：2の比で詰めて播種した。これを無肥料焼土で覆土し、25℃の温室で管理した。

播種日より 2日後に生育調節剤のウニコナゾールPの 500倍希釈液を灌注し、2週間後にばか苗病

の発病の有無を調査した（3反復）。なお、2018年産種子については、分譲時期の違いにより2018_1、

2018_2の 2つに試験区を分けた。 

2）簡易選択培地を用いたばか苗病菌の検出 

上記の試験で発病の有無を調査した後、資材A処理区から無病徴株を、無処理区から発病株を 1

反復につき 30株ずつ選んだ。籾から葉鞘基部までを切り取り、70％エタノールで 10秒間浸漬して

表面殺菌し、滅菌蒸留水で 3 回洗浄した後、フザリウム簡易選択培地に置床した。これを室温で 4

日間培養後、顕鏡によりばか苗病菌コロニーの有無を確認した。 

３．調査結果 

1）資材Aの塗抹処理により、幼苗期のばか苗病の発病株数が減少した（図１、表 1）。 

2）資材A処理区の無病徴株、無処理区の発病株ともにばか苗病菌が検出された（図 2、表 2）。 
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図 1 資材Aの種子塗抹処理による草丈への影響 

表 1 資材Aの種子塗抹処理によるばか苗病の発病への影響 

図 2 フザリウム簡易選抜培地上のばか苗病菌コロニーとガラス棒で掻き取り顕鏡した小型分生子 

表 2 資材A処理区と無処理区のばか苗病菌検出数 

４．考察 

資材Aの種子塗抹処理により発病が抑制されていると考えられるが、選抜培地でのばか苗病菌の

検出数に大きな差は無く、詳細な作用機作を明らかにする必要があると考えられる。また、資材A

の発病抑制効果を高めつつ、発芽率に影響しない最適な処理量・処理方法を検討する必要があるこ

種子ロット 検出株数1) 調査株数 検出株数1) 調査株数

2018_1 29.7±0.6 30 30±0 30

2018_2 30±0 30 30±0 30

2019 30±0 30 30±0 30

1)各数値は3反復の平均値±標準偏差

処理区 無処理区

種子ロット 発病株数 無病徴株数 全株数 発病株数 無病徴株数 全株数

2018_1 13.7±2.1 122.3±7.0  136.0±7.9  143.7±23.6   21.3±12.3  165.0±11.5

2018_2 26.3±3.2  94.7±5.1  121.0±2.6 144.3± 7.2 21.7± 6.4 166.0± 1.0

2019 15.3±8.3  96.3±3.8  111.7±6.8 146.0± 8.9  7.7± 3.5 153.7± 8.5

各数値は3反復の平均値±標準偏差

無処理区処理区
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とが示唆された。 

５．今後の課題 

資材 A の最適処理量や処理方法を検討する必要がある。資材 A の菌体とイネ体双方に対する影

響を評価する必要がある。 

６．要約 

 資材Aは、ばか苗病の発病を抑制することが育苗の模擬試験で明らかになった。また、資材Aに

より発病が抑制されている株からもばか苗病菌は検出された。 

７．成果の公表及び特許 

日本植物病理学会で発表予定。 
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病害虫の効率的防除体制の再編委託事業 

 

減農薬栽培に対応した水稲の種子伝染性病害に対する防除体系の確立（２） 

～飼料用水稲における温湯種子消毒技術の実証～ 

 

 島田峻・西宮智美 

 茨城県農業総合センター農業研究所 

［〒311-4203 茨城県水戸市上国井町3402］ 

 
１．調査背景と目的  

近年、水稲栽培においては、温湯処理による種子消毒の普及に伴い、ばか苗病をはじめとした種

子伝染性病害の被害が各地で問題となっている。温湯処理は、化学合成剤に比べて種子伝染性病害

に対する防除効果がやや劣るが、減農薬栽培を推進する上では不可欠な技術に位置づけられる。そ

こで、温湯処理を含む既存の種子消毒技術を組み合わせた体系防除技術の有効性を実証するととも

に、新たに効果の高い防除資材を活用し、減農薬栽培に対応した種子伝染性病害の防除技術を開発

する。実証試験で効果が確認できた防除技術については、当該地域（県）が制作する防除指針へ掲

載する。 
 

２．調査方法 

１）県内の主要な飼料用イネ品種等における温湯処理条件の解明 

（１）試験場所：農業研究所内（水戸市）およびガラスハウス 

（２）供試品種：「月の光（R1年産）」、「夢あおば（R1年産）」、「あさひの夢（R1年産）」、 

        「コシヒカリ（R1年産、参考品種）」 

（３）試験区：  

 

 

（４）試験方法：事前乾燥は、温湯処理前の種子を恒温器の中に静置して40℃で乾燥させ、種子水

分を 10％未満に調製した。温湯処理は、浴比を 1:4 とし、ウォーターバスを用い

て上記試験区のとおり処理後、ただちに流水で急冷し、風乾させた。 

（５）調査方法：素寒天（0.6％）を流し込んだシャーレに種子を置床して（100 粒×3 連制/区）

30℃で静置し、7 日後に芽と根が 1cm 以上正常に伸長した種子の割合（発芽率）

を調査した。また、上記処理済みの種子を15℃で8日間浸種、30℃で 24時間催

芽後、育苗箱に1処理区あたり500粒播種し（2連制）、30℃で約3日間出芽させ

た。その後、ガラスハウス内で24日間（4月21日～5月13日）育苗して出芽数

を調査した。 

 

事前乾燥 

あり、なし 

温湯処理条件 

60℃10分、60℃15分、65℃10分、無処理 
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２）イネばか苗病に対する温湯処理およびMO-1液剤による防除効果の検討 

（１）試験場所：農業研究所内（水戸市）およびガラスハウス 

（２）供試品種：「月の光（R1年産）」、「夢あおば（R1年産）」、「あさひの夢（R1年産）」 

（３）区制・面積：１区あたり育苗箱の1/12大のプラスチックパック ３連制 

（４）試験区：温湯処理区 60℃10分、60℃15分、65℃10分 

薬剤処理区 MO-1液剤 300倍希釈液 催芽時24時間浸漬 

 体系防除区 温湯処理 60℃10分 ＋ MO-1液剤  300倍 催芽時24時間種子浸漬 

温湯処理 60℃15分＋ MO-1液剤  300倍 催芽時24時間種子浸漬 

 温湯処理 65℃10分 ＋ MO-1液剤  300倍 催芽時24時間種子浸漬 

対照区   銅・フルジオキソニル・ペフラゾエート水和剤 

200倍希釈液 浸種前24時間種子浸漬 

無処理区 

（５）試験方法：イネばか苗病菌保菌種子（保菌種子率20％）を15℃で6～7日間浸種し、30℃で24時

間催芽後、１パックあたり乾籾重量で約12ｇ播種し、30℃で3日間出芽させた。ウニ

コナゾールP液剤20倍希釈液を40ml/パック処理後、ガラスハウス内で約30日間育苗

（試験①9月28日～10月29日、試験②11月16日～12月15日）し、出芽および発病調査

を行った。なお、試験①は開花期接種種子、試験②は減圧接種種子を供試した。 

（６）調査項目：出芽率、徒長苗率 

３）育苗箱に付着した残土からのイネばか苗病菌の検出 

（１）試験場所：農業研究所（水戸市）病虫研究室内およびガラスハウス 

（２）供試品種：「コシヒカリ」 

（３）試験方法：イネばか苗病菌保菌種子（保菌種子率 10%）を育苗箱に播種して育苗後、苗を取

り除き、育苗箱に付着した残土を回収した。細根などの植物残渣を取り除き、DNA

抽出キット（NucleoSpin Soil）を用いて抽出した鋳型DNAを、イネばか苗病菌同

定プライマー（BknF3/BknR4およびFf-S/Ff-R）を用いてPCRを行い、増幅の有無

により判定した。 

４）発病苗（徒長苗または枯死苗）の根からのイネばか苗病菌の検出 

（１）試験場所：農業研究所（水戸市）病虫研究室内およびガラスハウス、中央農研実験室 

（２）供試品種：「コシヒカリ」、「夢あおば」 

（３）試験区：健全苗（健全種子のみを播種）、発病苗（保菌種子率20%の種子を播種） 

（４）試験方法：育苗した苗の根を水道水で洗浄後、10%KOH で 10 分間処理し、PBS(-)で 2回洗浄

した。次に、蛍光標識レクチン（フルオレセイン標識コムギ胚芽凝集素）で 10

分間染色し、PBS(-)で2回洗浄した。そして、TOMEI（東京化成工業株式会社）を
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用いて濃度10%10分→30%10分→50%10分→70%10分→100%1時間処理し、オール

インワン蛍光顕微鏡（キーエンス社、BZ-X700）で観察した。 

        また、発病苗を室温で保管し、駒田培地に根のみを置床し、菌糸伸長の有無を経

時的に調査するとともに、イネばか苗病菌識別プライマー（BknF3/BknR4 および

Ff-S/Ff-R）を用いてダイレクトPCRによる簡易同定を行った。 

 

３．調査結果 

１）県内の主要な飼料用イネ品種等における温湯処理条件の解明（表１、２） 

種子水分は各品種ともに事前乾燥前は12～14％程度、事前乾燥後は9％程度であった（データ省略）。 

【事前乾燥なしの場合】 

（１）「月の光」の発芽率は、60℃10分および15分で90％以上（事前乾燥なしの無処理対比97以

上）と高かったが、65℃10分では78％（〃81）と低かった（表1）。 

（２）「夢あおば」の発芽率は、60℃10分で90％以上（〃100）と高かったが、60℃15分では86.0％

（〃90）とやや低下し、65℃10分では75.3％（〃79）と低かった（表1）。 

（３）「あさひの夢」の発芽率は、いずれの処理区でも90％以上（〃95以上）と高かった（表1）。 

（４）いずれの品種においても、出芽率も同様の傾向が認められた（表2） 

 

【事前乾燥ありの場合】 

いずれの品種も事前乾燥により、温湯処理後の発芽率と出芽率が向上する傾向が認められた。 

（１）「月の光」の発芽率は、60℃10 分および 15分で 90％以上（〃99以上）と高かったが、65℃

10分では85.3％（〃89）とやや低下した（表1）。 

（２）「夢あおば」の発芽率は、60℃10分で90％以上（〃98）と高かったが、60℃15分および65℃

10分では85.7～88.3％（〃90～92）とやや低下した（表1）。 

（３）「あさひの夢」の発芽率は、いずれの処理区でも90％以上（〃98以上）と高かった（表1）。 

（４）いずれの品種においても、出芽率も同様の傾向が認められた（表2） 
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表１ 各品種に対する事前乾燥が温湯処理後の発芽率（％）に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
1）事前乾燥は温湯処理前の種子を40℃の恒温器内に静置して乾燥させ、種子水分を約９％に調製した。 
2）（ ）内は無処理（事前乾燥なし）との対比である 

 

表２ 各品種に対する事前乾燥が温湯処理後の出芽率（％）に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1～2)表1と同様 

 

 

 

 

65℃
10分 15分 10分

96.3 95.7 93.3 78.0
(100)

2) (99) (97) (81)

94.7 98.0 95.3 85.3
(98) (102) (99) (89)

95.7 95.3 86.0 75.3
(100) (100) (90) (79)

96.0 93.7 88.3 85.7
(100) (98) (92) (90)

99.7 98.7 99.0 94.7
(100) (99) (99) (95)

98.3 99.7 97.7 99.0
(99) (100) (98) (99)

99.7 99.0 95.0 93.0
(100) (99) (95) (93)

99.3 100 93.0 93.0
(100) (100) (93) (93)

夢あおば

温湯処理
60℃供試品種

事前乾燥

の有無1) 無処理

月の光

あさひの夢

コシヒカリ（参考）
無

有

無

有

無

有

無

有

65℃
10分 15分 10分

83.5 91.1 85.2 71.5
(100)

2) (109) (102) (86)

84.1 82.8 89.5 78.0
(101) (99) (107) (93)

90.2 87.1 68.6 65.4
(100) (97) (76) (73)

85.9 87.3 77.9 72.1
(95) (97) (86) (80)

92.4 94.6 96.4 92.2
(100) (102) (104) (100)

91.2 95.8 97.6 93.9
(99) (104) (106) (102)

96.3 96.8 93.4 91.5
(100) (101) (97) (95)

96.1 98.2 93.7 86.2
(100) (102) (97) (90)

温湯処理
60℃供試品種

事前乾燥

の有無1) 無処理

夢あおば
無

有

コシヒカリ（参考）
無

有

月の光
無

あさひの夢

有

無

有
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２）イネばか苗病に対する温湯処理およびMO-1液剤による防除効果（表３、４） 

（１）試験①において、無処理区の徒長苗率は「月の光」および「あさひの夢」は10.9～12.8％と

少発生、「夢あおば」は 53.7％と甚発生条件下のなか、対照薬剤の銅・フルジオキソニル・ペ

フラゾエート水和剤区は、「月の光」および「あさひの夢」では高い防除効果が認められたが、

「夢あおば」では防除効果はやや低かった（表3）。 

（２）試験②において、無処理区の徒長苗率は50.4～69.6％であり、いずれの品種においても甚発

生条件下のなか、対照薬剤の銅・フルジオキソニル・ペフラゾエート水和剤区は高い防除効果

が認められた（表4） 

（３）温湯処理区は、いずれの処理区でも防除効果が認められた（防除価93.8～100）。特に、65℃

10分では防除効果が高くかつ安定していたが、著しい出芽率の低下が認められた（表3、4）。 

（４）MO-1液剤区は、試験①の「あさひの夢」において防除効果は認められたが、その程度は低か

った（防除価80.5）。また、他の試験区においては防除効果が認められなかった（防除価21.3

～61.5）。なお、薬害は認められなかった（表3、4）。 

（５）温湯処理と MO-1 液剤との体系防除区は、いずれも高い防除効果が認められた（防除価 94.0

～100）。また、温湯処理区のみと比較し、出芽率が向上する傾向が認められた（表3、4）。 

 

 

表３ イネばか苗病に対する種子消毒による防除効果（試験①：開花期接種種子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1）健全種子：開花期接種種子＝4：1で実施した。 
注2）試験期間は9月17日（温湯処理後、浸種開始）～10月29日（発病調査）である。 
注3）防除価＝（無処理区の徒長苗率－処理区の徒長苗率）/無処理区の徒長苗率×100 

 

 

 

 

 

 

 

温湯処理 MO-1液剤
対無処理比
の出芽率
（％）

徒長苗率
（％）

防除価
対無処理比
の出芽率
（％）

徒長苗率
（％）

防除価
対無処理比
の出芽率
（％）

徒長苗率
（％）

防除価

― 90 0 100 108 1.6 97.0 102 0.8 93.8

有 105 0 100 122 2.8 94.8 101 0.4 96.9

― 88 0 100 103 1.8 96.6 97 0 100

有 95 0 100 107 3.2 94.0 98 0.1 99.2

― 56 0 100 73 0 100 70 0 100

有 49 0 100 75 0 100 78 0 100

― 有 93 4.2 61.5 101 27.7 48.4 101 2.5 80.5

111 0 100 143 6.3 88.3 108 0 100

100 10.9 - 100 53.7 - 100 12.8 -

60℃10分

60℃15分

65℃10分

銅・フルジオキソニル
・ペフラゾエート水和剤

無処理

試験区 「月の光」 「夢あおば」 「あさひの夢」
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表４ イネばか苗病に対する種子消毒による防除効果（試験②：減圧接種種子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注1）健全種子：減圧接種種子＝4：1で実施した。 
注2）試験期間は11月5日（温湯処理後、浸種開始）～12月15日（発病調査）である。 
注3）防除価＝（無処理区の徒長苗率－処理区の徒長苗率）/無処理区の徒長苗率×100 

 

３）育苗箱に付着した残土からのイネばか苗病菌の検出 

（１）使用したDNA抽出キットではDNAが抽出されず、残土中の病原菌の有無を明らかにできなか

った（データ省略）。 

 

４）発病苗（徒長苗または枯死苗）の根からのイネばか苗病菌の検出 

（１）健全苗の根には、菌糸がほとんど認められなかった（図1）。 

（２）徒長苗の根には細い菌糸が認められ、特に枯死苗の根には多くの菌糸が認められた（図1、2）。 

（３）菌糸は根表面のみでなく、表皮から外皮の細胞間隙にも認められた（図3）。 

（４）駒田培地上に生育してきた菌糸を簡易同定した結果、根表面上に付着している菌糸はイネば

か苗病菌の可能性が高い（図4）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 根表面上における菌糸の蛍光観察（コシヒカリ） 

健全苗 発病苗（徒長） 発病苗（枯死） 

切断面 

発病苗（枯死） 

温湯処理 MO-1液剤
対無処理比
の出芽率
（％）

徒長苗率
（％）

防除価
対無処理比
の出芽率
（％）

徒長苗率
（％）

防除価
対無処理比
の出芽率
（％）

徒長苗率
（％）

防除価

― 130 0.1 99.9 126 0.2 99.6 129 0.7 99.0

有 135 0 100 124 0.2 99.6 139 2.0 97.1

― 108 0 100 120 0 100 120 0.2 99.7

有 124 0 100 124 0 100 111 0.3 99.6

― 110 0 100 105 0 100

有 117 0 100 108 0.2 99.7

― 有 108 28.7 58.8 98 30.2 40.1 88 53.7 21.3

138 0.5 99.3 128 0 100 146 0.2 99.7

100 69.6 - 100 50.4 - 100 68.2 -

60℃10分

60℃15分

65℃10分

銅・フルジオキソニル
・ペフラゾエート水和剤

無処理

試験区 「月の光」 「あさひの夢」 「夢あおば」
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（様式１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 根表面上における菌糸の蛍光観察（夢あおば） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 枯死苗の根切片における菌糸の蛍光観察（コシヒカリ） 
注）白矢印は菌糸が表皮から外皮の細胞間隙に認められている部分を示す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 発病苗の根から生育した糸状菌の簡易同定 

（左：駒田培地による菌の分離、右：識別プライマー(Ff-S/Ff-R)による簡易同定） 
 
 
 
 
 
 

切断面 切断面 
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（様式１） 
 
４．考察 
１）茨城県内の主要な飼料用イネ等３品種において、温湯処理条件が60℃10分＞60℃15分＞65℃

10分の順に発芽率等が低下する傾向が認められた。また、事前乾燥により種子水分を10％未満

にすることで、いずれの品種においても温湯処理後の発芽率と出芽率が向上する傾向が認めら

れたことから、事前乾燥処理は供試した３品種においても有効であることが明らかとなった。 

「月の光」において、本年の結果では 60℃15 分までなら発芽率 90％以上を確保できたが、

過去の試験成績をふまえると、60℃10分が適正な温湯処理条件であると考えられた。 

「夢あおば」において、本年の結果では 60℃10 分で発芽率 90％以上を確保できたが、60℃

15分では86％と低くなった。この要因として、割れ籾が散見されたことから、温湯処理による

影響が大きかったためと考えられた。H30年試験では、65℃10分でも発芽率90％以上確保でき

たが、過去の試験成績をふまえると、60℃10分が適正な温湯処理条件であると考えられた。 

「あさひの夢」において、60℃10分および15分、65℃10分処理でも発芽率90％以上を確保

でき、過去の試験をふまえても同様の結果であることから、60℃10分および15分、65℃10分

が適正な温湯処理条件であると考えられた。 

採種年度により温湯処理による発芽率等への影響が異なる可能性があるため、事前に発芽率

を確認する必要がある。特に割れ籾が多い場合には、発芽率が低下する恐れがあるので注意す

る必要がある。 

 

２）イネばか苗病に対する防除効果試験では、前述の適正処理条件での温湯処理は、高い防除効

果が認められた。また、出芽率への影響を除いた場合、60℃10 分＜60℃15 分＜65℃10 分の順

に防除効果が安定した。よって、防除効果を安定させるために、より厳しい条件で実施する場

合には、事前乾燥処理が有効であると考えられた。 

MO-1液剤の防除効果は一部で認められたが、その程度は低く、イネばか苗病に対しては防除

効果が不安定であると考えられた。しかし、温湯処理との併用により出芽率の向上が認められ、

発病抑制のみでなく副次的な効果もあると考えられた。 

 

３）発病苗の根には、高率でイネばか苗病菌が確認されたため、育苗箱に残根がある場合は伝染

源となる可能性があると考えられた。 

 
５．今後の課題 

１）育苗箱に付着していた残土からDNA抽出ができなかったため、スキムミルクなどの添加物を

併用して再試験する必要がある。 
２）発病苗の残根上でのイネばか苗病菌の生存期間は明らかとなっていないため、今後調査する

必要がある。 
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（様式１） 
 
６．要約 

１）各品種の適正な温湯処理条件は、「月の光」および「夢あおば」は60℃10分、「あさひの夢」

は60℃10～15分および65℃10分であり、本処理条件におけるイネばか苗病に対する防除効果

は高い。 
２）イネばか苗病発病苗の根には病原菌が寄生し、表皮から外皮の細胞間隙にも認められること

から、育苗箱に発病苗の残根がある場合は伝染源となる可能性がある。 
 

７．成果の公表及び特許 

・茨城県の主要成果（技術情報）「飼料用イネ品種等の適正な温湯処理条件」として公表 
・茨城県の主要成果（研究）「イネばか苗病発病苗の根には病原菌が寄生している」として公表 
・当該試験で得られた成果をR4年度病害虫防除指針に記載予定 
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（様式１） 

 

減農薬栽培に対応した水稲の種子伝染性病害に対する防除体系の確立（３） 

（１）事前乾燥と熱処理強度を高めた温湯処理を組み合わせた防除効果の検証 

 

氏 名：酒井和彦・小巻康平・宮田穂波・植竹恒夫 

所 属：埼玉県農業技術研究センター 

［〒360-0102 埼玉県熊谷市須賀広 784］ 

 

１．調査背景と目的  

本事業において、関東・東山ブロックでは減農薬栽培に対応した水稲種子伝染性病害に対する防

除技術確立のための調査研究を実施する。埼玉県では「もみ枯細菌病」に対する、減農薬栽培技術

に対応した防除体系の確立のための調査研究を行う。 

ここでは、採種年次が異なる自然感染種子籾に対する事前乾燥処理と温湯浸漬を組み合わせた防

除効果および発芽への影響を明らかにする。事前乾燥処理は、種子籾の水分を 10％未満に低下させ

ることで耐熱性が向上するとの既往の知見に基づく。 

 

２．調査方法 

（１）前年の自然感染籾に対する事前乾燥と温湯浸漬を組み合わせた防除効果の検証 

 1)供試材料 

   「彩のかがやき」の 2018年産および 2019年産を供試した。両試料とも、埼玉県農業技術研

究センター玉井試験場内水田で、もみ枯細菌病発生ほ場より採種したものである。 

 2)方法 

   種子の事前乾燥処理は、ガラス製デシケータを用いて実施した。野菜用網袋（250g用）に供

試種子を入れて粒状シリカゲル（青色）と共にデシケータへ入れ、常温で約１か月保った。シ

リカゲルが吸湿して青色の標識が薄れた際は新たなシリカゲルと交換し種子籾の乾燥を行った。 

   試験区の構成は以下のとおりとした。 

   

                        65℃・10分間温湯浸漬 

        事前乾燥有           60℃・15分間温湯浸漬 

        事前乾燥無           60℃・10分間温湯浸漬 

                        温湯浸漬無 

 

   温湯浸漬処理は、ウォーターバス用恒温器をセットしたポリエチレン製 22.1L容の水槽を用

いて行い、所定時間処理後はただちに流水（水道水）で十分に冷却した。温湯処理後ただちに

水温 15～20℃で数日間浸種し、播種前日に 26℃で１日間の催芽処理を行った。 

   ポリプロピレン製 280g型イチゴ用パックに粒状培土（ホーネンス培土３号）を充てんし、１

パックあたり 200粒を播種、覆土した。播種後は鉄骨造ガラス温室内の育苗ベンチ上で管理、

× 
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